第１１回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会議録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：赤坂　真吾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：番場　浩文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成22年3月17日

出席者

	赤坂
	鈴木（厚）
	東Ｇ
	西Ｇ
	南Ｇ
	北Ｇ
	担当管理者

	　　○
	×
	○

佐々木・富澤

田村・番場
	○

池田・土岐

及川


	○

高橋
	○


	○


＜検討内容＞

プレミーティングについて

　・現在、時間も守られ問題なく実施出来ています。

＜アンケート結果について＞

問題点

・スタッフ自身が、ゲーム内容を把握していない。

　　　・リハプロの意味を、スタッフ・患者様が理解していない。

　　　・リーダーだけが、頑張っている。

改善点　

・プログラム内容を理解（司会・進行）していない場合には、

・プレミーティングにおいて把握しておく事が必要。

・リハプロの意味をスタッフが理解し、患者様へ介入しなければならない。

　次年度にむけて

・リーダーのみに任せず、他スタッフも協力し進行させる。

・スタッフに対し、リハプロの意味を周知させる必要がある。

＜連絡事項＞

・今年度、事故もなく実施出来ています。引き続き事故の無いように

　介入
をお願いします。

・西倉庫内に、プログラムで使用出来る用具が確認されていますので

　使用していきましょう。

　

・4月リハプロ月間予定

作成→田村CW（作成済み）

　　物品準備→東病棟

